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メールニュース VOL.８ 
（２０２６年１月２９日配信） 

一般社団法人 SHIPひきこもりと共生社会を考えるネットワーク 



いじめられても、人生の主導権は自分にある SHIP！発行人 上田理香 

ひきこもり 146万人。およそ 6割（84万人）を占める世代が 40～64歳だ。その中高年層から、いじめ被

害の後遺症を訴える声が増え続けている。子どもいじめ防止学会の設立大会に登壇した精神科医の斎藤環さ

んは、長期にひきこもっている人のなかには、トラウマ（外傷体験）が深く、人や世界との関わりを避ける

強い不信感があることを指摘する。 

中高年になるまで誰にも言えなかった背景には、加害者が生きている間は「怖くてカミングアウトできな

い」。恥や汚名を自分に烙印する「セルフスティグマ」。「いじめられた方に問題があるのでは」という被害

者責任論。いじめに合った方が差別され、ケアがなされない構造は、今も日本に根強くある。 

そこには「いじめ被害」の事実を認めず、責任を回避し謝罪しない大人の存在がある。1998年いじめに

より 15歳の一人娘を自死で亡くした小森美登里さんは、加害者や学校側と闘い続けるなか、絶望感を何度

も味わったという。 

「いじめは社会の差別や人権侵害を生み出す根本の問題。こんな社会を作った大人の責任。命が関わって

いるという重みを、どこまで理解できているのか？」（小森さん） 

 

「過去を引きずっているのは私が弱いからなのだろうか」。いじめ後遺症ドットコムを主催するイナさん

は、小学校、中学校、大学といじめを受けた。周りの視線や笑い声に恐怖を感じ、対人恐怖を抱えてもな

お、「人には話してはいけない」と口を閉ざした。誰にも話せなかった孤独から、同じように後遺症で苦し

む仲間と出会いたいと、自分の状態を発信し始めた。そこで出会った瀬尾さんも、自らの体験から「いじめ

の正体」の研究を続ける。「毎日いじめを受けていると、この苦痛が終わるなら、と自分にも問題があった

と認めさせられてしまう」。 

発行人の私もいじめ後遺症を経験したひとりだ。「あなたが悪い」と思わされた時間から、「あなたは悪く

ない」と自分の人生の一歩を踏み出していくために、周囲や家族の対応の大切さを伝え続けている。 

「苦しくても生き抜いてほしい。人生の主導権は自分にあるから、人生の舵を取って切り開くことができ

る」と、前述のイナさんは最後に語った。 

いじめは、被害者の人生や命すら奪うものである。 

ひとりでも多くの方が、本特集を通して、考えてもらえたら幸いである。 

 

表紙「窓辺の少女」 画：横前征史 

光のさしたカーテンに手を触れる少女の姿。 

表紙を描いた画家の横前征史さんも、幼少期から、いじめ後遺症

を抱えながら生きてきた。「この光は、深い苦悩のなかにも必ず存在

する希望の光を象徴しています。観る方の苦しさにそっと寄り添

い、いつの間にか静かに前を向ける気持ちになってほしい」という

願いを込めた。 

絵を描き続けて 20年以上、「同じように苦しんでいる人に絵で寄

り添いたい」という一貫した情熱が、制作の原動力となっている。 

<横前さんの note>  https://note.com/yokomaemasashi/n/n47b929fb7a97 

 
 

https://note.com/yokomaemasashi/n/n47b929fb7a97


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ被害者の人生を失わないために            SHIP！第 4 号 P6～ 
「いじめ後遺症」からの回復の機会が持てず、後遺症を抱え続けることで、ひきこもりが中高年まで長期化することも

ある。いじめ被害を受けた後も続く苦しみを、私たちはどう理解していけばいいのか。 

いじめ後遺症の症状とは・・・・ 

（SHIP！第 4 号 P７より引用） 

いじめ体験がトラウマになり、PTＳＤなど

トラウマ関連の症状が見られる状態を「いじ

め後遺症」と斎藤さんは呼ぶ。その症状には

次のようなものがある。 

「ＰＴＳＤのケースで言えば、フラッシュバ

ックや過覚醒、不眠、悪夢などです。それか

ら、自分がトラウマをこうむった場所を避け

る回避傾向、あるいは逆に鈍感性が生じるこ

ともあります。幻聴の生じる聴覚性フラッシ

ュバック、鬱状態、希死念慮、自傷行為など

も起こりえます。非常に被害的になりやすい

とか、普通は怒らないようなことで怒りが生

じてしまうということもあります。そして強

い人間不信、世界不信が生じることから世界

との関りを避けるようになり、ひきこもりへ

とつながります」 

いじめ後遺症の症状である怒りは周囲から

理解されず、さらに孤立してしまうというス

パイラルが生じることもある。 

「他人が出す音に対する過敏さが強く、社

会参加しても、周囲のささいな生活音に反応

して喧嘩になってしまうケースや、家族との

生活がうまくいかなくなり一人暮らし先で症

状が悪化してしまうケースなどがありまし

た」 

また、他者に対して攻撃的になってしまう

ことも多いという。 

「家庭内暴力の激しいケースの中には、い

じめ被害を受けた方が多いです。攻撃性が高

まることで支援を得づらくなり、ますますつ

らい状況におちいることもしばしばありま

す」 

 

傷を長期化させやすい、いじめの構造とは 

被害からトラウマ（後遺症）が生じるまで

に時間差が生じるのには、いじめの構造にも

原因がある。 

 

（続きは、ぜひ本誌をお読みください） 

＜本記事について＞ 

●いじめの傷はなぜ長期化するのか 

●いじめ後遺症がもたらす症状とは 

●傷を長期化させやすい、いじめの構造とは 

●なぜいじめ後遺症の理解は広がらないのか 

●いじめが起きたら、被害者ケアを最優先に 

～被害者への謝罪、被害者の納得、安心安全～ 

●回復のカギは何か 

●傷が長期化した時、家族は 

●被害者の人生を失わないために 

 

＜参考図書＞ 

斎藤環・内田良（著）『いじめ加害者にどう対応する

か』（岩波書店２０２２） 

斎藤環（著）『中高年ひきこもり』（幻冬舎新書２０２０） 

『世界２０２５年３月号』『世界２０２５年６月号』 

『世界２０２５年９月号』連載 

「いじめ後遺症・斎藤環」（岩波書店２０２５） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ後遺症当事者からの発信 「苦しくても生き抜いてほしい」 

「あなたは悪くない。適切な怒りはネガティブなことではなく、自分の権利を守るもの」（瀬尾さん） 

「加害者におびえたり、泣いたり、怒ったりしてもいい。でも人生の主導権は自分にあります」（イナさん） 

 

                                                                SHIP！第４号 P１４～ 

 

「いじめ後遺症による自殺」を認定 

「公平・中立ではなく、被害者優先のケアを」 

SHIP！第３号 P46～ 

「お前には誰も味方はいない」 

「あいつは暴力を振るわれても仕方のない人間」 

SHIP！第２号 P38～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いじめは大人の問題だと気づいた  SHIP！第４号 P20～ 

「いじめ加害行為を否定し、被害者責任論を訴えつづけた学校と加害者。少しでも謝罪の気持ちが 

届けられたなら、（遺族として）その後の生き方も、気持ちも穏やかになれたのではないか」 

「わが子を守れなかった親の責任と、大人の責任。社会問題として伝え続けていきたい」 

「社会差別や人権侵害の根本に『いじめ問題』がある」 

 

心と体を傷つけられて亡くなった天国の

子供たちのメッセージ展トークセッション 

 小森美登里（ジェントルハートプロジェクト）× 

池上正樹（ジャーナリスト） 

 

＜YouTube動画で視聴可能＞ 

東京都人権プラザ 

https://www.tokyo-

hrp.jp/gallery-2025-01.html 

●Part1  

いじめについて大人が知っておくべきこ

と 

●Part2 いじめに対する根深い誤解：

「被害者責任論」の誤り 

●Part3  

いじめは“スクール虐待“ 

 

高校入学間もないころ、部活動で、いじめを

受け、15歳で自ら命を絶った香澄さん。亡く

なる 4日前に、こんなメッセージを残した。 

＜優しい心が一番大切だよ。 

その心を持っていないあの子たちが 

かわいそうなんだ＞ 

私たちはいま、この香澄さんのメッセージをど

う受け止めるのだろうか(SHIP！第４号 P26) 

 

2025 年 5 月 13 日神奈川新聞 



 

不登校・ひきこもり・生きづらさの背景にある、社会構造、教育行政、教育基本法、学校問題 

目に見えない特性、感覚の過敏さ、心の病、気づかれにくく、理解されにくいからこそ、知ってほしい 

 

SHIP！第 4号 48P SHIP！第 4号 60P 

SHIP！第 4号 54P 

SHIP！第 4号 70P 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり 8050問題の最前線 連載第 4回】 

「ピンチはチャンス」 親、きょうだい それぞれが辿った道 
親は先回りせず、本人が家の中でできることを増やす 

 

＜それぞれの道、それぞれの気づき＞ 

 

●50代の息子を持つ 80代の母 

高校中退ひきこもり→レンタルお姉さん 

→ひとり暮らし→実家に戻りひきこもり 

→父が倒れる（ピンチはチャンス） 

→現在、息子 50代。いま自らやっている

ことを認め、頼ろうと思った。 

きょうだいも理解してくれている   

（80代 母親） 

●50代の息子を持つ 80代の父 

次男からは親の育て方が悪い、親は何も

しないと責められていた。 

本人のことを、きょうだいに何と伝える

か、財産の整理が悩みの種。         

（８０代 父親） 

●ひきこもり 60代の兄を持つ妹 

母が施設に入り兄は一人暮らし。 

母のことであれば、動ける。行政の窓口に

も、病院にも、何でも率先してやる。 

 

●ひきこもり歴 32年 66歳の兄を 

持つ弟（58）の間野さん 

「家族だけで、自分だけで、なんとかしよ

うろするのをやめた」 

「兄と直接かかわらないやり方で、兄が 

頼れる人を増やしていった」 

 

＜ハンドブック講座（第 8回）「きょうだいは

キーパーソン？」アーカイブ視聴できます＞ 

https://shiphiki.jp/category/shipspace

/handbook/ 

親が入院したり、介護が必要になったとき、病院や介護

者（ケアマネージャー、ヘルパー）を通じて、つながるチャ

ンス、きっかけとなりうることは多くある。地域包括、ケ

アマネージャー、ヘルパー、介護の人に、ひきこもりのこ

と、本人家族、きょうだいの思いを正しく知ってもらうこ

とから。 

そして、当事者本人が「自分も誰かの役に立っている」と

いう実感を持てることが大切です。 

 

「支援者はまず、親支援から始め、 

家族の歴史、これまでの親子関係 

を理解しながら一緒に考えていく」 

「ピンチはチャンス、困ったときは 

頼っていい。本人の生きる力を 

発揮してもらう環境づくりが重要です」 

（山根俊恵さん 山口大学名誉教授） 

SHIP！第４号 ４０P～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「KHJ全国大会 in大阪」の講演、分科会の模様を 12ページにわたってお届けします！ 

SHIP！第４号 P92～P103 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ここ（施設）から出してください！」  
SHIPニュース【Vol.２】「当事者からの 1本の電話」（2025年 6月 8日配信）でお伝えした、の SOSは、

“親亡き後をねらった人権問題”として、朝日新聞（WEB）、サンデー毎日に掲載された。（取材：池上正樹） 

ひきこもっている子どものために 1千万円

近い遺産を残しながら、親亡き後、本人の

同意なく、行政によって救護施設（心身に

障害があるなど日常生活が難しい生活保護

受給者のための施設）に当事者ふたり（兄

と妹）が“連れ出された“問題。「父親が

亡くなると、警察や行政の人間が突然やっ

てきて、理由もよく明かされないまま施設

に入れられた。施設内での拘束や人権を無

視した対応等から、施設から出たいと訴え

ても行政は全く動かなかった。そこで NPO

（KHJ暴力的支援対策窓口）に SOSの電話を

かけ、施設からの脱出に至り、遺産の一部

も取り返すことができた。 

（サンデー毎日 2月 8日号 に全文掲載）

https://mainichibooks.com/sundaymainichi

/backnumber/2026/02/08/ 

本件は、朝日新聞WEB記事（有料記事）「ジリツ その先へ」でも取り上げられている。 

https://www.asahi.com/rensai/list.html?id=3191&iref=pc_rensai_article_short_3191_below_bn 

 ●ひきこもる兄妹の脱走後の住まい

をサポートした加藤久美さん（中井町

議・写真左）。制度の狭間にあって、障

害や福祉サービスには乗らない、ひ

きこもり当事者らにの人権を守る、

住まいサポートのあり方を問うてい

る。（ＳＨＩＰ！第 2号より） 

 



SHIP！第 2号で自らの体験を語った大阪大学大学院（文
化人類学）北村毅教授と「父親の不在」「戦争」「学校」

「抑圧」をテーマに対談・トークを行います。 

 

 

 

 

【予告】 2／11 SHIP！購読者限定 トークイベント開催 

●【日時】2026年 2月 11日（祝・水） １８時 30分～２０時３０分 （開場：18時 10分） 

●【定員】会場参加（25名） オンライン参加（50名） アーカイブ配信（SHIP！会員限定）  

●【会場】としま産業振興プラザ イケビズ第２会議室 6階  （池袋駅から徒歩 7分）  

●【参加費】一般・家族 1８００円   当事者経験者 1000円（SHIP！第 2号を無料頒布します） 

●【申込締切】 2月 9日（月） お申込・入金確認ができた方に ZOOMアドレスを送ります。 

●【申込フォームはこちら】 （会場参加の方は、20時 30分から対話交流の時間を設けています） 

https://forms.gle/7BQ6vXvMaGHBBZf6A 



 

【予告】 2／17 SHIP！ハンドブック講座（第 10回・最終回） 

かかわる私たちは、命を守るために何ができるでしょうか？ 
一緒に考えてみませんか？
https://shiphiki.jp/2026/01/19/5222/ 


